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研究成果の概要（和文）：クラウド・ユビキタス環境の中、Mobile 技術の進展にともない100%学生がスマートフォン
を所有するようになった。Social Mediaも含め、スマートフォンや電子教科書を利用しながら統合的にブレンド型の外
国語学習をした結果、TOEIC Testの平均得点が1年間で122点向上した。学習者のfeedbackから、モバイルを利用したブ
レンド型の学習効果が見えてきた。大学生398名のアンケート調査の結果、8割強がモバイル学習を利用したいと希望、
2割弱は端末の制約や学習環境の好みの理由から消極的である。学習の鍵は、モバイル端末利用の知識の有無、指導の
有無に関連していることが判明した。

研究成果の概要（英文）：Learning today takes place anywhere at any time due to the swift development of mo
bile technologies. E-mobile learning technologies such as the iPhone, Touchpad, and others, are rapidly ga
ining popularity as an effective way to improve foreign language skills. Mobile (M)-learning is motivating
 to learners to improve foreign language skills. The blended learning research reported on the results of 
empirical studies which incorporated both incorporating e-learning and m-learning. An assessment of pre-tr
eatment and post-treatment TOEIC scores revealed that the students had improved their overall listening an
d oral communication skills while also improving their TOEIC score by an average of 122 points among 60 fi
rst year students. A questionnaire administered to students after their exposure to the activities indicat
ed that they were satisfied with their experience using the online lectures and TOEIC Kit, and were motiva
ted by the blended learning environment incorporating m-learning. 
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１． 研究開始当初の背景 
(1) Smart Phoneの普及により モバイルとLMS
を統合的に利用した外国語教育の時代に突
入した。Mobile 技術の進展にともない、青
山学院大学ではCALL教室を使用しながら、携
帯電話端末を利用したTOEICの語彙の学び、
世界遺産の教材と連携したモバイル教材の
開発等、LMSと携帯電話を統合的に利用した
授業実験を最近まで数年間行ってきた。これ
までの研究成果として、携帯電話等を使った
モバイルラーニングにおいては、授業の復習
や期末テスト対策として活用したいという
意向が多い。 
(2) 新 た に ク ラ ウ ド 時 代 に 適 合 し た
SNS(Social Networking Service) 、 特 に
Twitterの教育利用、iPad、電子教科書、LMS
とSmart Phoneを統合的に利用した外国語
教育の研究が必要である。次世代モバイルラ
ーニングにおけるシームレスな授業環境の
構築、英語教育教材の開発、授業をどのよう
にサポートしていくべきかが重要な研究課
題である。最先端の携帯機器(iPad, Xperia、
サムソンSC-01B)、モバイル機器用のLMSや
ICTを統合的に利用したラーニングシステム
の開発により、モバイルラーニングシステム
の融合における研究と構築を目指す。 
 (3) 今後、わが国でもデジタル教科書の本
格的運用が模索されているが、一方で学生・
生徒は携帯電話をほぼ全員が所持している
状況にある。デジタル教科書を導入する諸国
は多数あるが、一方でこれほど携帯電話等の
モバイル端末が普及している国は無く、ここ
がわが国の強みでもある。そこで、学校等で
はデジタル教科書で学び、その復習や期末テ
スト対策を手持ちのモバイル機器（携帯電話
など）で利用することを前提に、デジタル教
科書と連動したモバイルラーニング教育コ
ンテンツを開発し、その実証実験を進め、有
用性の検討を行っていきたいと考える。そう
いう意味で、モバイル機器とデジタル教科書
等の活用を融合させながら、教育利用におけ
るツールとしての役割や効果的な利用方法、
ならびに、「デジタル教科書、モバイルラー
ニングの学習意欲向上についての効果検証」
をする必要がある。 
(4)現在まで遠隔授業を海外の大学と実施し
てきたが、携帯を利用したSkype conference
等を海外との大学間の交流に活用し、その効
果的な学習方法を探り、海外交流をさらに促
進していく必要が、英語力や議論の力を高め
るためには、重要であると考える。 
 
２． 研究の目的  
(1)新生代のSmart Phone、iPadを利用した英
語教育の効果実験ならびに電子教科書の教育
利用における実証研究を行う。 
(2)CALLとMobile learning の融合による教
育方法とその効果の検証を行う。 
(3)紙ベースの教科書と電子教科書の比較授
業実験を行う。 

(4)デジタル教科書等の活用を融合させなが
ら、教育利用におけるツールとしての役割や
効果的な利用方法、モバイルラーニングの学
習意欲向上についての効果を検証する。 
(5) 授 業 と の 連 動 に よ る 学 習 効 果 、
SNS(Twitter等)、携帯用のLMSを利用した統
合的なユビキタスラーニングによる学習効果
の検証を行う。  
(6)最先端の携帯機器(iPad, Xperia、iPhone、
4G携帯等)、モバイル機器用のLMSやICTを利用
したラーニングシステムの構築を提案する。 
(7)次世代モバイルラーニングにおけるシー
ムレスな授業環境の構築と教材開発を行う。  
(8)デジタル教科書と連動したモバイルラー
ニング教育コンテンツの開発 
 
３．研究の方法 
(1)平成 23 年度の研究では、最新の Smart 
Phone, iPad 等で配信可能な教材を検討し、
授業と連携しながらどのように音声・映像が
配信できるか、技術実験を実施した。夏休み
を利用して、学生に Smart phone を利用さ
せ、人気のある英語学習アプリを調査しても
らい、どんな点が効果的だったか、使いやす
かったかなどアンケート調査を行った。347
名の学生を対象に、日常的なモバイル利用の
実態からモバイルラーニング等学習での活
用の実情まで調査を行った。また、紙の教科
書利用（統制群）と電子教科書（実験群）を
利用し、60 名を対象に英語読解試験における
比較授業実験を行った。また 1 年間モバイル
を利用した統合的な英語教育を行った。 
(2)平成 24 年度の研究では、次世代モバイル
学習における授業環境構築と教材開発を目
的とした研究を進めた。大学生による携帯電
話、スマートフォン、スマートタブレット、
PC の利用状況と学習における利用実態や需
要に関する調査を、平成 23 年度のアンケー
トを改訂して実施した。398 人分のデータを
取得した。また、平成 24 年度後期には、オ
ンライン学習に関する２つの授業実験（60
名対象）を行った。1) 携帯電話・PC を利用
した TOEIC 学習効果, 2) オンライン教材 
Coursera を利用した英語教育利用の効果  
(3)平成 25 年度は、Globalvoice CALL の音
声ソフト、ATR CALL Brix、オンライン学
習教材の TED Talks, Coursera, Newton 
e-Learning TOEIC Practice ソフト等の教
材を PC とモバイルで学習させて、英語教育
効 果 を 測 定 し た 。 Pre-TOEIC test, 
Post-TOEIC test を実施、また音声を単語・
文のレベルで学習事前と事後の録音データ
を収録した。また、これらのソフトを利用し
てのアンケート調査を行った。また、ツール
として利用するシステム・機能に対する利
点・制約・相互関係に関する適切に構造化さ
れた知識体系（メンタルモデル）の調査、学
習者が有するメンタルモデルの内容と進度
による変化の調査を実施した。 
 



４．研究の成果 
(1)平成 23 年度の成果は、お気にいりのソフ
トは、携帯電話で学習する場合には、画面が
小さいので、単語や気軽に学習できるソフト
を好む傾向がアンケートの記述から判明し
た。バッテリーの消耗が激しいので動画の学
習は難しいとの批判もあった。モバイルに関
する調査結果は、スマートフォンやスマート
タブレットが社会に浸透し、モバイル端末を
複数併用していることが判明、スマートフォ
ンの所持率は 74%、スマートタブレットは
4%であることが判明した。紙の教科書利用と
電子教科書利用の読解試験における有意差
がないことが判明した。モバイルと ICT を融
合させた英語教育の実験では、平成 23 年度 4
月の CASEC 平均得点 533 点(SD=94)が平成
24 年 1 月の CASEC 平均得点 588 点
(SD=84）まで上昇した。モバイルの活用は
我々の生活を便利なものとしている一方、高
機能化によるシステムの複雑化は進み、ユー
ザーによる仕組みの理解が困難になってい
ることもアンケートから判明した。実験から
はその教育への利用可能性が多くの点から
述べられているが、まだ多くのマイナスのて
んは報告されていない。今後人間の認知には
本当に何が必要なのかを見据えながら、安全
に十分に考慮した研究と教育が必要であろ
う。 
(2)平成 24 年度の成果は、青森公立大学、青
山学院大学、学習院女子大学、筑波大学、東
京工業大学、武蔵野学院大学、立教大学、早
稲田大学の学生 398 人分のデータから、スマ
ホのみを利用する者が 71.6%、タブレットの
みが 2.3%、両方利用する者が 9.8%、83.7%
の者がとちらかの端末を日頃から使用して
いる結果が出た。携帯電話（スマートフォン
は含まない）のみの利用者は 16.3%、14.9%
の者がタブレットを利用、98%が PC を利用
できる状況にあることが判明した。8 割強の
学生がスマートフォンを、98%が PC を利用
可能であることが判明した。8 割強がモバイ
ル学習を利用したいとする一方、2 割弱はモ
バイル端末の制約や学習環境の好みの理由
から利用に消極的であり、モバイル端末利用
の知識の有無、利用方法の指導の有無に関連
していることが判明した。オンラインの授業
実験に関しては、モバイルデバイス・PC を
利用した英語教育を行った結果、4 ケ月の短
い期間でも TOEIC の平均得点が 100 点以上
伸びており、600 点以上を取得した学生が 7
名から 19 名に増えた。（対象は 60 名の一年
生）100%モバイルを利用した学習は不可能
であるが、TOEIC テスト結果、学生の英文
評価、口頭要約評価、並びにアンケート結果
から、モバイルを利用したオンライン上の教
材を利用した学習の可能性が見えてきた。PC
と携帯デバイスをうまく融合させたブレン
ド型の英語教育の効果が判明した。 
(3)平成 25 年度の研究結果は、Globalvoice 
CALL 音声ソフトを利用した授業実験後、86

名を対象にアンケート調査を行った結果、
91％の学生が発音矯正に役立ったと回答し
た。また、録音した音声を分析した結果、強
勢、韻律、Power、速度の観点から事後の方
が多くの学生が良くなっていることが判明
した。特に韻律の向上が目立った。経済学部
1 年生の 48 名の 4 月の pre-TOEIC test 452
点(SD=112)から翌年の 1 月 566 点(SD=122)
まで、平均得点が 122 点向上した。学習ツー
ルとして利用するシステム・機能に対する利
点・制約・相互関係に関する適切に構造化さ
れた知識体系（メンタルモデル）の調査、学
習者が有するメンタルモデルの内容と進度
による変化の調査、学習目標（達成した知
識・技能の仕様）の調査、2 者間の整合性の
評価と適切な関係も検討したが、今回の研究
では、残念ながら適切な結果は得られなかっ
た。 
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